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○健康推進課 

日  程 令和４年９月７日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前９時００分～午前１０時００分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、児玉儀広（副委員長）、 

清水欣也、三村 眞、小澤高道 

欠席委員 なし 

説 明 員 小松課長、近藤補佐、相原補佐、門間係長、櫻田係長、佐藤係長、川村主任 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

１ P66 クアオルト健康ウオーキング推進業務及びクアオルト浴室・運動室推進業務の

内容は。 

答 クアオルト健康ウオーキング推進業務は、主にコース整備である。クアオルト

浴室・運動室推進業務は、ゆめろんの中にある温水プールと運動室を使った運動

教室の講師の委託料である。 

２ P66 運動教室への参加人数は。 

答 １回あたり１０名参加可能であるが、コロナ禍ということもあり、８名程度に

抑えている状況となっている。 

３ P66 クアオルトへの参加人数は増えているのか。また、参加人数を増やすための周

知方法は。 

答 令和元年度からはコロナの影響によって減の傾向にある。周知は、広報やホー

ムページに掲載する程度である。新規参加の傾向としては、口コミのようなの

で、町の健康づくりに携わっている各種委員に通知を送るなどして参加者増につ

なげたい。 

４ P66 クアオルト事業への平成２７年度からの総支出額は。 

答 ソフト事業では、年間約１千万円を７年間である。 

５ P66 クアオルト事業の当初の目的は。また、効果検証は行っているか。 

答 目的は、交流人口の拡大と健康寿命の延伸、温泉地の活性化である。効果の判

断は難しいので、検証はできていない。 

６ P66 今後のクアオルト事業の方向性は。 

答 健康に特化した事業として推進する予定である。 

 国民健康保険事業勘定特別会計 

 なし 

 後期高齢者医療特別会計 

 なし 
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○福祉課 

日  程 令和４年９月７日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午前１０時１０分～午前１１時５０分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、児玉儀広（副委員長）、 

清水欣也、三村 眞、小澤高道 

欠席委員 なし 

説 明 員 清水課長、畠山補佐、柿崎補佐、近藤補佐、加藤係長、牧野係長、近藤係長 
 

№ 質疑応答の概要 

 一般会計 

７ P22 社会福祉費負担金滞納繰越分について、全額収入未済額となっているが、不納

欠損処理できないのか。 

答 令和４年度末に不納欠損処理する予定である。 

８ P44 心身障害者住宅整備資金貸付金元利収入滞納繰越分について、予算額が１２万

円ということは、毎月１万円を分納するという計画であったのか。また、収入未

済額は年々増えていくのか。 

答 毎月１万円の分納という目標を立てて予算計上したが、実際は１か月分の収納

であった。元金にかかるものなので未済額が増えることはない。 

９ P90 三種町社会福祉協議会補助金にコミュニティソーシャルワーク分とあるが、ソ

ーシャルワーカーは何人か。  

答 ６人である。 

１０ P90 補装具給付費について、この額は新規で購入された分か、修理分も含まれてい

るか。 

答 新規だけでなく、修理分や買い換えしたものなども含めた額である。 

１１ P94 老人クラブ補助金について、繰越金があったため、補助額が削られたという話

を聞いたが本当か。 

答 これまで老人クラブに関する補助金は、連合会に単位クラブ分も含めて一括で

支出しており、連合会が単位クラブに分配していたが、使途に不適切な点が見受

けられたため、単位クラブ分は直接町に申請するという形に見直しを行った。そ

の結果、申請を行わない単位クラブもあり、全体として減になっている。 

１２ P94 配食サービス事業は、町が委託している事業者のほか、どの程度の需要がある

のか。 

答 町の配食サービスは、琴丘及び山本地域を担当する社会福祉協議会と八竜地域

を担当するＪＡ秋田やまもとの２業者と委託契約を結んでいたが、ＪＡが令和２

年度末で配食事業から撤退したため、現在は社協のみと委託契約を結んでおり、

八竜地域については町内の民間業者（配食のふれ愛）の配食サービスを利用して

いただいている。利用者数は、社協が毎月３０世帯程度、民間業者が１０世帯程

度である。 
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№ 質疑応答の概要 

１３ P102 保育園の送迎バスは何台か。また、バスから園児を降ろし忘れて死亡させた

という報道があり、全国的に問題となっているが、本町ではどのような対策を取

っているのか。 

答 ２台である。保育園バスには必ず保育士が同乗し、到着した際には降ろし忘れ

がないか必ず確認することで事故防止を図っている。 

 介護保険事業勘定特別会計 

１４ P257 居宅介護住宅改修費について、上限は２０万円と認識しているが、これは町

内業者が対象か。また、申請件数は。 

答 町内業者に限定するものではない。介護で住宅改修したものは３２件、介護予

防では２２件である。 

１５ P257 居宅介護福祉用具購入費について、上限額の１０万円まで申請されている

か。また、申請件数は。 

答 申請額はそれぞれである。介護で福祉用具を購入したものは５４件、介護予防

では１９件である。 

１６ P257 在宅介護は増えているか。 

答 介護度が上がってくると在宅介護が難しくなり施設に依存する傾向にはある

が、三種町は介護サービスが充実しているということもあり、デイサービス等を

利用して在宅介護で頑張っている人も多いのでどちらとも言えない。 

 介護サービス事業勘定特別会計 

１７ P280 介護予防プラン作成と介護予防ケアマネジメント作成はどう違うのか。 

答 介護予防プラン作成は、要支援１・２で訪問介護（ホームヘルプサービス）・通

所介護（デイサービス）・福用用具貸与・通所リハビリテーション・短期入所（シ

ョートステイ）・訪問看護を利用する方のケアプランで、介護予防ケアマネジメン

ト作成は、要支援１・２で訪問介護・通所介護のみを利用する方のケアプランで

ある。 
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○教育委員会事務局・教育機関 

日  程 令和４年９月７日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午後１時００分～午後１時３５分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、児玉儀広（副委員長）、 

清水欣也、三村 眞、小澤高道 

欠席委員 なし 

説 明 員 
牧野次長、工藤補佐、鎌田補佐、大高補佐、木村補佐、児玉係長、 

笹村主席主査 
 

№ 質疑応答の概要 

１８ P46 学校給食費負担金の滞納繰越は何人か。 

答 ２２人である。 

１９ P168 あすの三種を創る協会の活動内容は。 

答 花いっぱい運動を主として活動を行っている。 

２０ P170 じゅんさい音頭推進協議会補助金は、継続して補助してきたものか。また、森

岳温泉夏まつり以外の活動はあるのか。 

答 継続補助している。学校へ指導に行くなど普及にも努めている。 

２１ P174 地域スポーツクラブとは。 

答 旧町ごとに３つのスポーツクラブがあり、小学校に行ってスポーツ教室を行っ

たり、琴丘ではラジオ体操を行ったり、部落対抗の野球大会を開催したりと活動

は様々である。 

２２ P178 各体育館の照明器具をリースのＬＥＤに替えて、費用対効果はあったのか。 

答 八竜、山本についてはこれまでの６割程度となっている。琴丘についてはコロ

ナ前に比べると３００万円ほど安くはなっているが、コロナ禍で使っていない時

間帯が多いので単純な比較はできない。 

２３ P180 給食材料費の地産率は。米は町内産か。 

答 県内産が７９．５％となっている。米は岩川水系米が１００％である。 
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○町民生活課 

日  程 令和４年９月７日（水） 

会  場 第１会議室 

開  会 午後１時４５分～午後２時０５分 

出席委員 
堺谷直樹（委員長）、児玉儀広（副委員長）、 

清水欣也、三村 眞、小澤高道 

欠席委員 なし 

説 明 員 荒川課長、内藤補佐、西村補佐、佐々木係長、平塚係長 
 

№ 質疑応答の概要 

２４ P26 罹災証明は何件か。 

答 １２件である。 

２５ P28 マイナンバーカードの発行状況は。また、今後、増やすための方策は。 

答 ４０代の申請が少し多いくらいで、どの年代も平均的に３０％くらいの取得率

となっている。カードを持っていれば事務手続きがこれだけ簡単になるというよ

うなものを宣伝していく。 

２６ P116 火葬場管理の民間委託は何年からか。また、それにより経費削減となったの

か。 

答 令和元年度からである。概ね同じくらいである。 

２７ P152 三種川監視カメラの設置場所は。 

答 上岩川落合、中野橋、長面宮橋、達子川口橋、増沢、牛沢橋の６か所である。 
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上記会議の次第を記載し、その相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

 

 

    決算特別委員会教育民生分科会委員長   堺 谷 直 樹 

 

 

 


